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凶
月
一
一
十
八
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
の
選

挙
の
燭
日
が
、
三
月
十
一
一
一
認
の

選
挙
管
理
議
員
会
で
次
ぬ
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

告
示
一
例
月
八
日

仙
叫
閣
明
日
開
月
十
…
九
日

立
齢
制
織
の
受
付
は
告
示
の
H
刊

か
ら
附
問
日
制
問
、
出
品
級
品
J

附町役純一

一
一
陣
開
会
議
織
で
、
午
前
八
符
ざ

十
分
か
ら
午
後
日
九
時
ま
で
土
綴

図
綴
に
か
か
わ
ら
ず
後
け
付
げ

ま
す
。党

総
総
長
予
波
書
れ
る
中
却
に

問問
R
月
窓
口
明
か
ら
波
紋
術
開
繍
簿
仇
w

m絡
を
お
縦
し
し
ま
ず
か
ら
、

入
場
券
は
四
月
十
日
頃
お
手
も
と
へ

選
挙
協
同
恋
愛
長
会
ま
で
お
い
明
、

く
ど
き
い
。

曲
誠
議
委
呂
州
人
問
委
員
mw
滋
執
事
は

出
開
策
法
慨
は
叫
会
後
胤
民
溺
掛
数
人
翁
柑
持

に
時
思
議
き
れ
℃
い
る
人
材
い
け
制
民

福
弔
で
き
J
d
h

す
α

例
拭
判
誠
一
燃
は
次
の
ム
ハ
カ
絞
明
、
抗
税

制
統
帥
吋
附
刊
は
午
幼
刑
公
的
か
ち
午
後

六
時
誌
で
と
な
っ
て
い
ま
す
窃

然
一
投
機
所
然
一
小
務
納
税

務
一
一
帥
脱
線
開
問
然
日
付
小
学
校

掛
照
明
一
枚
淡
部
閉
械
部
一
一
…
小
紋
納
税

銭
関
投
淵

mm
久
券
樹
部
分
後

枇
潮
流
執
成
樹
刑
問
刑
期
開
中
伸
文
引
所

相
捌
ム
ハ
仙
紙
総
務
伽
叩
銭
出
叩
学
校

削
側
双
脅
あ
h
U
A
M

て
お
乙
む
う

確
定
申
告
や
修
正
で
き
る

H
H
誤
り
が
め
っ
た
と
き
日

後
物
品
出
削
品
問
機
を
禍
提
出
闘
し
た
あ

と
で
、
絡
告
も
れ
の
所
得
が
あ

っ
た
ち
、
調
品
川
却
を
う
け
た
税
金

が
多
す
ぎ
た
ζ

と
に
気
づ
い
た

と
き
は
、
修
正
申
告
惑
を
提
向

す
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

ζ

の
修
中
広
申
告
は
、
税
務
署

か
ら
の
一
民
正
通
知
が
あ
る
ま
で

は
、
い
つ
で
も
提
出
す
る
ζ

と

が
明
、
き
ま
す
か
ら
、
自
発
的
聞
に

申
告
す
る
ζ

と
が
望
ま
し
い
わ

け
で
す
。
税
務
省
か
ら
更
正
さ

調珊惜事会は均一一時
H

午
後
七
時
一
一
一
十

分
か
ら
録
一
小
学
校
総
滋
で
お

と
な
い
ま
す
。

動
説
淵
明
日
的
入
制
崎
品
貯
は
問
問
月
十
日

閥
横
お
附
鴎
同
り
す
る
予
援
に
な
っ
て

お
ち
ま
す
の
明
、
予
め
お
知
ら
せ

し
ま
す
α

線
機
淡
町
祭
良
品
樹
祭
隅
胤

滋
数
人
名
簿
磁
波

臨
時
総
の
ふ
ー
ス
闘
月
一
刊
誌
樹
併
殺
綴

ペ
A
W
闘
機
構
滅
後
料
品
会
後
陣
斜
巡
数
人

務
総
M
r
s
n
笈
門
口
町
仏
伸
機
跡
地
し
ま

し
た
e

蹴
鳴
神
聴
者
数
は
附
間
千
七
夜
中
ハ
十

七
人
で
杭
昨
年
と
必
州
戦
し
て
澄
十

れ
る
鵠
闘
に
政
ι

品
訴
す
れ
ば
滋
少
由
叩

務
総
築
制
棋
は
か
か
ち
ま
せ
ん
e

も
ち
ろ
ん
、
脱
静
亙
熔
告
に
よ
っ

て
ふ
え
た
稔
金
は
、
出
注
口
と
回
開

時
吋
に
品
約
仏
り
る
ζ
と
が
必
要
で
す

議
定
忠
告
を
恒
担
保
し
た
あ
と

で
、
余
分
の
割
掛
金
を
絞
め
て
い

た
ち
、
選
代
き
れ
た
税
金
が
少

な
か
っ
た
乙
と
に
気
が
つ
い
た

と
き
は
、
調
民
廷
の
議
市
小
蓄
を
税

務
間
帯
げ
い
山
間
す
ζ

と
が
で
き
ま
す

際重要望書災会望書終週患者韓人名簿去を毒事人民
税
務
省
で
は
そ
の
議
求
に
よ

っ
て
議
ベ
た
紡
謀
、
約
め
す
ぎ

が
は
っ
き
り
す
れ
ば
現
金
は
か

え
す
と
と
に
な
っ
て
い
記
す
。

ζ

の
更
正
の
諮
求
書
は
四
月

十
五
日
ま
で
に
践
す
ζ

と
が
必

要
で
す
。
確
定
申
告
書
に
明
ら

か
な
間
同
議
い
、
に
と
え
ば
計
算

の
誤
ち
ゃ
委
主
同
開
滋
い
な
ど
が

あ
っ
た
と
主
に
は
、
釘
訴
で
き

ま
す
か
ら
、
税
務
昭
事
に
議
僚
を

耕
邸
側
明
し
て
く
だ
さ
い
。

総
静
注
出
市
念
品
舗
や
製
紙
錨
問
求
容

の開
mM棋
は
税
務
揮
官
げ
作
曲
捕
え
で
あ

れ
iuaサ
ヲ
。

磁
器
撤
鮒
制
緩
…
約
十

ニ
伐
に
入
所
式

概
熱
波
時
職
議
州
側
閥
解
約
波
紋
広
務

時
柿
噌
工
法
ど
お
お
縁
仏
叩
ら
れ
て
お

与
、
隊
出
月
潟
n
M
縦
明
細
抑
制
問
級
事
、

間
関
閥
均
十
一
…
銭
入
級
品
約
、
同
悶
月
十

一
以
門
口
か
ち
九
十
点
判
州
W

側餅帥総体んに

た
い
し
て
綬
幾
Mr仏
間
紛
ら
れ
ま

す
。
謝
制
緩
一
燃
に
は
鶴
間
約
、
憾
輪
関
門

な
ど
十
一
一
点
制
が
齢
期
務
し
、
孫
一
殺

は
臨
閣
議
帯
地
排
階
部
州
明
、
す

P

ハ
等
常
時
よ
・
下
と
も
に
完
成

近
い
爽
器
問
機
M

間
和
一
一
一
十
九
年
皮
の
出
世
良
宿
泊

織
と
永
年
勤
続
翁
の
表
彰
が
三

月
二
十
二
日
世
間
工
会
館
で
お
と

な
わ
れ
ま
し
た
。
袋
山
務
長
受
け

た
路
帥
酬
と
永
年
齢
別
総
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

偲
貫
防
軸
柿
〈
防
疑
事

A
V
自
同
総
本
町
出
〈
総
事
叫
陥
M
f
札
郎
日

時
四
孫
子
〉
@
マ
ツ
モ
ト
制
閉
山
附

〈
松
本
ζ
う
日
制
附
お
〉
帯
夜

久
商
閉
口
〈
お
芥
山
班
久

1
t叩後〉

永
作
品
別
総
務
{
尚
一
ム
余
命
判
断
問

品
用
機
・
修
畿
の
た

め
諸
畿
通
行
禁
止

栄
擦
が
仲
樹
勢
の
た
め
四
月
二

十
周
nH
ま
で
諮
謀
議
行
禁
止
と

な
れ
ソ
ま
し
た
。
禁
止
鎚
問
中
は

究
科
叙
援
を
と
割
判
明
間
く
だ
さ
い

0
・1

級
制
刊
に
十
九
年
十
一
月
一
務
災
孫
子
府
開
と
複
数
対
・

6
0

0
:
の
一
織
が
A
内
側
前
し
、
き
ら
に
附
階
級
…
ニ
ナ
俸
制
問
日
比
二
ふ
g
a
-
-
0

0
1
九
日
げ
い
網
開
花
村
、
あ
校
総
と
合
併
し
て
、
ち
ょ
う
ど

i
o

ohe
十
年

ω機
同
月
が
流
れ
ま
し
に
。
こ
れ
か
ち
骨
陸
相
掛
国
間
m
w
:
0

0・
:
近
郊
都
市
と
し
て
刷
用
綴
ず
る
で
あ
ろ
う
本
慰
の
た
ゐ

;
0

0
i
K色
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
合
続
十
回
見
絡
を
結
線
い

:
0

0
・
し
に
い
と
魁
い
ま
す
。
そ
ζ

で
町
時
で
は
次
の
よ
う
な

:
o

o
i
記
念
行
事
を
お
ζ

な
う
と
と
に
な
ち
ま
し
た
。
み
な

i
O

O
:
古
ん
の
C
参
加
を
お
持
押
し
て
い
ま
す
e

・・
0

ザ;野開時胃!?ド;1!

記
念
式
典

曹
日
時
四
月
一
一
一
十
日
午
前
十

時吋マ
岨
樹
所
第
一
小
学
校
講
堂

式
典
に
は
国
会
議
員
、
県
会

議
員
、
近
隣
士
市
町
村
長
、
町
内

各
穏
委
員
一
な
ど
を
招
待
し
、
自

治
め
労
者
、
そ
の
他
功
労
者
な

M

ど
に
表
彰
状
、
感
謝
状
を
お
く

優
良
高
員
立
ど
を
表
彰
…
ペ
ド
ン
大
会
鞠

染

谷

さ

ん

お

年

勤

続

賞

…

Z時
吋
同
月
:
十
九
刻
、
麟

日
午
約
九
時
布
校
駅
前
ス
タ
鱗
盤

投

〉

四

i
ト

緩

輔

-
r一
十
五
齢
制
緩

M
V
コ
ー
ス
布
校
駅
前
1
綴
欝

室
谷
察
之
湯
(
開
制
約
之
本
市
出
向
凶
小
田
高
校
綴
樋
(
十
点
畿

日

我

努

芝

山

mJ

線
路

・
十
主
義

τ、錦
織

@
渡
辺
中
毒
〈
終
判
官
山
間
警
喜
一

wv
参
要
義
一
帥
抱
一
柑
刊
誌
鱗

H
稔
緩
ま

φ
締
柄
本
線
次
隊
問
淡
王
子
求
総
の
務
、
欝

〈
後
議
務
線
路
日
開
純
然
き
竺
帥
蹴
山
内
総
立
拙
翌
十
ぷ
才
欝

令
閉
山
村
し
げ
蕊
出
掛
ふ
と
ん
抑
制
的
以
上
m
w
受
取
激

JH荘
内

欝

1
判

的

孫

子

〉

仇

欝

間
各
納
税
か
ら
噛
職
後
議

・

十

総

数

務

問

欝

A
V
間同友
ζ
う
ハ
潟
水
議
室

zz-受
付
、
淡
路
十
六
闘
か
騒

然
湾
中
8

〉
令
鈴
木
会
二
綴
叫
ち
附
開
設
一
十
六
お
設
で
役
鐘

十
刷
新
関
税
d
相
判
然
予
〉
傘
淡
削
機
渓
は
で
受
診
付
り
て
い
議

制
定
〈
郎
防
災
淡
災
ー
相
執
委
二
立
て
一
絞
め
却

ZA官
級
欝

A
V
附
料
一
次
災
予
定
総
長
刊
妻
子
ぷ
と
も
祭
実
ふ
さ
で
融
制
め
麟

A

申
中
小
川
紛
議
瞬
間
霊
議
長
三
者

i
r。
欝

派
手
〉
傘
滋
綴
淡
笈
総
(
山
ニ

t
:
:

欝

本

新

揮

官

棄

さ

や

六

一

霊

祭

整

水
モ
ト
{
糊
消
閑
臨
し
行
総
双
子
〉
叩
軍
訪
日
均
気
河
川
尽
か
ら
五
月

A
V
永
井
和
雄
〈
悶
眠
中
串
拡
朝
国
側
慾
品
川
州
五
口
μ
ま明、

務
孫
子
〉
争
認
・
川
川
図
削
階
〔
柿
眠
W

軍
務
滋
然
出
向
小
学
校

出
掛
付
朝
木
市
開
日
数
孫
子
〉
辛
湾
問
曹
関
問
一
不
必
絵
爾
樹
、
審
滋
、
写

滋
由
民
〔
渡
辺
ク
リ
l
コ
ン
グ
帯
二
葉
、
学
背
広
、
間
階
建
ザ
ム
議
、
惑

H
布
絞
〉
争
答
弁
役
時
砧
(
山
川
日

柄
、
回
路
市
民
捕
鯨
本

村
民
間
H
湖
北
V

A

帝時時間同幾
M

(
伸
主
総
務
先
生

A

甲
山
葬
…
国
墨
付
級
品
品
抑
制
送
告
は
間
関
口
月

む
つ
子
(
抑
制
本
浦
山
由
日
布
伎
)
一
九
民
間
以
後
、
役
場
内
十
出
周
年
間
前

A
V

問
問
崎
町
時
間
美
〈
問
国
間
潟
市
拍
託
行
十
需
品
念
行
挙
係
へ
お
た
ず
お
く
ザ
い
き

佐
V

A

甲
海
老
原
秋
努
〈
背
中
盤
向
い
。

H
布
依
〉
争
武
藤
修
(
山
崎
間
一
放
送
公
期
間
委
総

務
米
所
日
布
佐
)
争
認
越
と
明

自

民
H
E
K
テ
レ
ど
、
交
渉
中

く
(
松
並
木
鼠

B
U
B
U
B
U

布

佐

)

同

そ
の
ほ
か
、
合
併
十
年
史
の

の
作
成
、
各
設
帯
へ
お
渡
し
す

る
住
民
手
緩
な
ど
を
つ
く
る
予

定
で
す
。

414 



の開輯品部、

品W
居
眠
括
的
の
く
み
取
ち
口
、
ゴ
ミ

籍
、
ゴ
ミ
た
め
、
た
い
胞
の
ま

わ
号
、
畜
舎
の
訟
な
ど
の
土
と

争
、
は
え
さ
な
ぎ
の
総
品
開
。

C
と
い
っ
A
U

い
w
h
行
な
う
ζ
と

品

w
大
綴
除
後
げ
い
階
部
、
世
〈
券
、
液
晶
W
帖
朝
国
閥
、
総
額
語
、
総
の
下
な

に
よ
っ
て
、
よ
い
紛
然
骨
縛
る
像
、
柏
制
緩
な
ど
の
鯵
潔
と
前
執
務
ど
絞
め
成
泌
が
拙
制
点
、
し
や
す
い

ζ

と
が
で
き
ま
す
。
み
な
事
ん
め
線
路
開
氏
後
じ
た
ゴ
ミ
や
脚
縄
組
制
緩
掘
削
の
綿
例
制
閥
、
総
附
融
問
州
川
地
の
み

の
と
柄
欄
カ
を
お
断
附
い
し
ま
す
。
は
、
な
る
べ
2
4総
い
た
ち
、
う
ぞ
な
Y
m
w
汚
水
の
紬
排
水
車
知
機

曹
大
総
務
の
笑
纏
め
る
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
制
慨
す
る
¢

m
w
市
博
回
融
市
内
外
に
対
す
る
徽
低
約
潔
ず
る
。

V
融
機
制
痢
の
徽
布
、

な
大
祭
徐
の
笑
施
〈
盛
干
し
、

V
は
え
、
肺
棋
の
務
総
出
山
は
え
、
袖
棋
の
削
船
除
の
に
め
、

縁
の
下
、
天
安
哉
、
相
押
入
れ
、
①
府
部
品
w-僚
の
凶
艇
か
い
協
議
岳
会
上
衰
の
と
お
品
銭
円
イ
警
剤
散

台
所
な
ど
の
掃
除
と
不
問
m
n
聞
の
舎
、
終
盤
な
ど
に
い
る
務
ば
え
布
を
お
ζ

な
い
ま
す
。

処
分

)
!
!
?
}
;
:
i
z
E
Gヨ
日

@

ね

ず

み

の

号

取

り

除

き

、

究

童

£

安

這

妥

寸

記

持

方

ね
ず
み
の
巡
銘
を
ふ
き

ro

l
i
i
A
l
l
-
J

と
く
に
小
学
校
一
年
生
に
多
い

義

-

剛

1

一
階
玄
議
h

緩慢州市
W
炎
構
想
建
設
年

ζ

れ
ら
学
濃
の
交
遜
一
挙

u

宇佐

川
山

}

E

-

W

M

附
一
々
ふ
え
て
い
ま
す
が
、
警
耕
一
一
日
時
出
「
た
め
、
次
の
よ
う
な
E
と

削

除

一

伊

制

収

出

榊
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十

九
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案

主

事

き

に

注

意

し
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い
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で
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組
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側
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手

際
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計

百

去
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時
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い
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製

行
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護

者

機

滞

緩

一

点

ラ
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ヨ
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定

附
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す

る

と

訟

は

ま

あ

げ

る

七

時

計

同

町

引

い

ι引

M
M
M
U小
川

村

」

手

豆

、

与

護

実

寸

露

骨

な

は

め

に

議

長

時
~
持
活
持
作
立
日
間
性
村
山
L
議

雪

喜

一

主

き

と

L

い
。
八
円
高
率
的
護
者

一同町↓

idbj全
焼
矧
刈
ー
刊
誌
治
判
州
制
刈
科
料
開
ω

均

」

う

数

字

げ

か

で

て

い

ま

す

。

(

同

湾

?

し

い

い

い

れ

れ

ル

よ

と

の

警

は

、

言

霊

会

開

刊

誌

訪

れ
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一E

一

章

潟

癌

一

体

か

ち

係

者

で

九

・

一

一

パ

i
セ
方
。

出

掛

一

級

一

州

都

i

純
一
ン
ト
、
負
府
間
設
一
了
間
関

7
6
r

大

一

日

ゆ

尚

一

戸

締

一

、

J

@

連

戦

す

る

者

の

安

金

漂

い

転

。

制一バぶ

E

E

市

Ab

息
長
一
ぷ
住
民
一
れ
れ
は
灯
十
官
哩
書
認
で
の
一
言

ヱ

均

一

宮

諮

問

忠

信

制

改

上

向

野

伊

三

十

九

名

、

負

弱

者

で

百

九

名

、

が

お

時

下

去

の

歩

行

広

一

虫

記

ぺ

ペ

ー

パ

ー

拡

匙

匂

揺

雲

抱

一

そ

れ

ぞ

れ

ふ

え

て

い

ま

す

e

J

一
一
綿
グ
グ
グ
1

1

1

附
同
附
榊
榊

1
浦

湖

滋

夫

閣

監

と

く

に

、

小

学

生

で

は

一

年

、

¥

一
線
一
月
火
本
中
小
余
念
月
水
食
土
問
月
火
水
中
本
金
み
ん
火
水
品
誠
一
疫
の
務
裁
が
多
く
、
死
者
十
二
山

田

取

れ

れ

船

出

あ

配

詑

託

生

名

、

皇

室

士

一

等

学

年

z

玄

憶
に
除
I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
i
l
-
-
i
i
i
i
iし
制
器
購
棋
骨
肉
者
然
し
て
い
ま
す
o

i
w，恥十一軒
U
ト
ト
ム
が
お
ζ

ら
ま
し
岳
、
州
議
か
に
か
け
て
拙
機
関
比
ゆ
ぜ
い
た
ば
く
ま
で
に
い
に

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
間
関
闘
の
お
綴
し
い
た
し
ま
す
@
っ
て
お
ち
ま
牧
ん
。

4
ち
し
、
議
後
の
く
ら
し
を
守
わ
け
か
僚
に
は
八
つ
の
然
念
総
し
か
し
、
闘
と
し
て
も
み
な

る
た
め
の
年
金
プ
1
ム
で
す
。
援
が
あ
ち
、
同
闘
組
内
線
金
に
は
金
書
ん
が
納
入
す
る
保
険
料
刊
の
ス

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
グ
ン
図
で
約
一
一
千
万
人
の
人
た
ち
が
品
M
m
w
}
を
闘
の
脚
周
期
か
ち
ふ
丸
山
附

と
車
び
た
ち
か
ご
ろ
、
人
び
と
加
入
し
て
い
い
ま
す
。
し
て
い
ま
す
e

E
の
よ
う

κ闘

は
老
後
の
住
み
方
、
暮
し
方
を
芯
一
七
三
一
下
一
句
三
選
手
与
ユ
一
引
で
は
飽
閥
均
母
金
げ
ト
カ
を
入
れ
て

工
夫
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
一
議

¥
¥
J
7
い
ま
す
。

し

た

。

三

一

三

藍

墨

¥

墨

皇

室

は

、

と

れ

か

ら

も

霊
室
を
め
ざ
す
日
本
で

Jrcrf¥?イ
ど
ん
ど
ん
改
善
し
て
、
み
な
さ

は
、
由
帰
属
だ
れ
も
が
年
金
を
う-
t
;
:
E
3
3
2司
一
之
一
〓
;
!
?
ん
か
ら
「
国
民
年
金
さ
え
あ
れ

り
ら
九
る
主
主
聞
同
M
V
い
ろ
い
盟
国
均
年
金
時
同
制
問
お
一
一
一
十
開
門
年
ば
老
後
は
安
心
だ
」
と
い
わ
れ

ろ
な
刺
A

遺
骨
離
を
経
…
配
し
て
お
十
一
汚
に
で
き
た
務
ら
し
い
綴
る
と
ζ
ろ
ま
で
発
一
般
し
な
け
れ

争
、
関
同
問
担
叩
金
ー
も
そ
の
ひ
と
つ
出
肢
で
人
穏
で
い
え
ば
紛
糾
棋
倒
幽
と
ば
な
ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
み

で

す

。

い

う

と

と

ろ

で

し

ょ

う

。

係

金

な

さ

ん

の

綴

か

い

協

力

が

必

要

そ
ζ
で

ιの
闘
終
給
食
品
り
あ
の
綴
に
し
て
も
、
み
な
さ
ん
に
で
す
。
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は
え
・
蚊
む
駆
除
と
大
清
掃

務
の
指
摘
運
動
お
ζ

な
う

は
え
、
紋
の
嗣
相
品
開
巻
お
と
な

っ
て
提
出
間
環
境
者
よ
く
す
る
ζ

と
は
、
融
関
醐
賦
品
別
な
お
噌
附
帰
属
儲
慣
を

い
と
な
る
擦
で
も
あ
き
、
後
捕
前

改
善
向
上
の
禁
後
と
な
る
も
の

で
す
。酎

聞
で
は
、
次
の
と
お
き
余
前
向

あ
げ
て
春
の
涜
縁
遠
訟
を
行
な

い
、
ほ
え
、
拍
棋
の
効
祭
品
開
な
同
臨

時
聞
と
端
情
擦
を
す
る
ζ

と
に
な
り

ま
し
た
。

と
の
駆
除
と
韓
問
機
は
、
沿
線
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テ
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セ
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予
防
接
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世
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テ
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百
日
セ
キ
混

宮
予
防
接
種
を
次
の
と
お
ち
お

明
ζ

な
い
ま
す
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吋
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該
当
者
問
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九

日
月
一
日
か
ら
昭
和
問
十
年
一
同
月

刊
宗
十
一
日
ま
で
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山
間
生
田
刷
会
一

山
関
昧
臨
機
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傾
向
利
一
一
一
十
八
年
一

川
月
一
閃
か
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紛
利
一
一
一
十
八
盤
沈
ハ

M
mど
十
日
ま
明
、
の
術
後
間

m
c

弘、内
問
機
捌
側
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開
閉
刷
判
官
刊
十
八
絡
や
…

川
月
w
h
M
品
開
附
悼
問
機
総
了
の
務
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吋
暫
時
間
郎
後
一
時
時
一
一
一
十
分
か

叫
ち
廿
一
時
ま
で
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刊

a
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司
叫
叫
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判
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ま
た
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れ
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の
尉
居
者
等
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一
一
担
問
伊
丹
一
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型
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一
が
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て
て
差
し
山
凶
す
郵
便
物
に
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一
一

5
5
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(
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1
一

は
必
ず
同
芸
品
ん
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間
肩
書
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す
る
ご
l
u
u
l
E
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i
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正
副
配
一

よ
う
に
し
て
く
に
さ
い
。
叩
一
コ
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1
祁

1
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ト
庭
用
品
一
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月
日
付
昌
一

揖
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の
羽
強
制
募
金
に
ご
覇
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5
一
5
一

ご
協
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さ
い
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一
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日
一
足
立
潟
村
昌
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一

問
昨
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3
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ご
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…

5
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…
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-

わ
た
く
し
た
る
の
附
聞
や
村
吾
川
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一
則
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1
m
m
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蹴
鞠
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つ
か
辺
輔
の
務
総
い
務
山
…
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一
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致時悼、
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と
し
も
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ぷ
月
十
付
制
か
山
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段
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弘
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小
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一
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わ
れ
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…
会
一
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総
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吋
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…

ま
す
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知
事
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の
成
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さ
山
総
児
検
鯵
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お
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ま
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と
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の
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で
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制
ゅ
に
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織
の
副
品
添
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募
金
口
同
援
額
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二
万
七
千
円
で
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旬
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せ

い
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診
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mw
時
日
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織
で
お

守

山
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な
い
ま
す
か
ら
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該
遂
容
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み
な
さ
ん
の
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協
力
を
お
頗
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多

町

母

子

手

餌

棋

を

ど

持

参

の

う

え

必

い
し
ま
す
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山
守
'
受
診
し
て
く
だ
さ
い
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一
な
お
、
同
調
人
遂
匁
は
差
し
上

叫
げ
ま
せ
ん
e

間
同
日
月
に
か
ぎ
ち
育

日
兇
制
帽
軸
献
を
中
止
し
ま
す
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…
軍
談
喜
喜
一
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十
九
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川
の
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向
史
的
知

M
V時
吋
開
問
午
後
…
腕
吋
山
一
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十
分
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川
島
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一
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時
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…
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ー
転
居
屈
は
郵
便
局
へ
も
H
H

部
援
物
ゆ
ぞ
い
ね
滋
し
て
も
ら
う
た
め
に

}
一
一
汚
か
ら
附
悶
叫
伴
氏
・
か
け
て
は

学
体
中
、
後
怖
悦
の
指
摘
学
や
統
帥
胸
骨

娘、心e
w
い
筏
郊
の
科
伊
織
が
と
く
に

激
し
く
な
ち
ま
す
の
で
、
総
岡
山

mw
創
刊
織
に
つ
い
て
次
の
点
民
法

怒
し
て
く
だ
き
い
。

吊

W
叫
駒
田
抽
同
組
は
必
ず
郵
便
局
へ
も

住
孫
を
移
動
し
た
場
合
は
、

総
伎
一
椀
の
記
逮
受
持
務
便
局
へ

お
執
開
屑
開
踏
を
山
叫
し
て
お
か
な
い
と

品
〈
の
受
録
と
狂

品
〈
演
予
妨
注
射

ζ
と
し
の
綴
一
剣
蹴
闘
犬
登
録

お
よ
び
筏
火
抑
制
予
防
総
削
制
脅
下

緩
め
と
お
ち
行
な
い
ま
す
か

ち
、
中
〈
私
管
制
問
符
合
れ
℃
い
る
万

件
肺
必
ず
緩
く
の
会
械
情
明
、
予
防
総

制
明
者
授
け
て
く
だ
き
い
。

す
料
金
受
胸
部
労
務
m
m
、
淡
射

百
玄
十
m
問
、
ケ
ー
プ
一
一
一
十
m
門、

計
隠
省
八
十
悶

な
お
、
当
日
雨
の
出
窓
口
は
鐙

臨
時
を
怒
柑
捕
し
て
、
後
日
あ
ら
た

め
て
お
こ
な
い
ま
す
。
そ
の
お

知
ら
せ
は
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
広

報
車
に
よ
っ
て
お
ζ

伝
い
ま
す

陥
削
除
門
的
あ
て
の
臨
時
総
物
件
同
組
制
作
杭

餅
へ
齢
制
滋
寄
れ
な
い
で
、
輸
総
出
凶

人
に
w
端
袖
縞
容
れ
て
し
ま
う
の
で

住
所
者
W

抑
制
則
し
た
と
為
。
H
M
、抑的

く
だ
さ
い
。

@
郵
便
物
に
は
一
周
裁
を

ア
パ
ー
ト
、
下
察
、
間
別
総
ち

周
囲
柑
等
の
場
合
は
務
雌
慨
を
出
尚
す

と
き
、
自
分
の
佳
一
防
庁
作
法
、
ア

パ
1
i
の
名
前
、
回
開
日
出
先
、
ま

た
は
下
宿
先
の
救
世
相
主
mw
氏
名

巷
必
ず
問
調
香
き
す
る
。

事圭犬鍛錬磁波紛際線事費

flB 再望 主義 五号 事寺 罪悪

4・22 埠; 干普段主主翼持 1詩草寺-14湾総分

23 金 8秀襲撃務理学 1告雲寺-111冷3品分

23 食 中毒事p主主災量議 I13葬寺~， 15善寺

24 ゴヒ 久等家公E草委露 3詰草寺-11雲寺30分

'26 丹 下「ケ針重要1著者寺 1日時-11華寺3品分

、26 月 然続料i絞 11檎 -1時

27 火 子 。 〉 争11 告書き30分~

27 火 主喜耳~ li1'全土
13持~1151時!湾総分

28 水 丹? Fヨ 10時-11狩30分

28 水 1翼Fiラミ5仮綴 13時-15時

30 

* 拠隠守 10時-15時

金

数
A

災
融
縁
後
ご

利
用
く
だ
冬

hv

制
例
制
肉
食
漁
民
聞
出
陣
明
"
は
、
次
の

と
お
争
激
変
を
し
て
い
ま
す
か

ら
な
初
期
く
だ
さ
い
。

勢
調
端
由
民
投

一挙鴫講を縄問れザ山
n
h
γ
ζ

れ
か
ら

る
の
が
後
漆
食
品
対
明
、
す
。

V
焚
付
金
輔
制
日
一
世
持
一
々
的
内
ま
で

曹
V

判
明
肉
鳳
斜
叩
九
分

V
制
崩
側
関
叫
島
知
叩
か
ら
セ
総
-

V
滋
w
関
浴
時
保
科
月
脚
隣

関
脇
品
輸
銀
総
内
肉
付

樹
齢
執
鞘
鉄
総
材
料
・
加
時
金
払
宮
崎
制
開
陣

と
す
る
交
付
は
、
…
帥
蹴
w
払仲時柑怖

で
耕
滑
ら
ち
れ
て
い
ま
す
が
、
公

出
陣
だ
け
が
こ
の
気
持
者
が
と
な

う
ζ
と
が
緩
め
ち
れ
て
い
ま

す
e

最
背
輯
明
を
整
え
て
出
申
し
込
む

と
、
そ
の
日
の
う
ち
託
磁
資
す

る
乙
と
が
あ
ち
ま
す
。

V
略
構
由
民
対
象
恩
給
・
扶
紡
創
刊

年
金
の
受
給
者
に
擦
り
ま
す
。

甲
州
民
付
金
滋
隠
給
等
の
笑
支

給
端
棋
の
一
一
年
半
分
以
内
、
た
だ

し
、
二
十
万
円
を
際
成
と
す

婚。。曹制初
期
騨
加
申
火
品
川

V
哨
端
柑
閉
山
刀
総
同
然
出
陣
に
お
絞
り

し
た
関
脇
紛
繍
憾
の
官
民
給
食
払
寝
泊
利

食
に
あ
て
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
ζ
と
に
つ

い
て
は
鐙
菜
採
柑
問
主
係
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

住
宅
新
築
資
金
数
資

ζ

と
し
も
住
宅
金
磁
公
庫
の

密
入
住
宅
新
築
資
金
を
次
の
と

お
ち
融
資
し
ま
す
。

V
安
品
目
期
間
四
月
七
日
か
ら

間
四
月
ニ
十
日
ま
で
。

曹
金
銭
三
十
三
万
円
か
ら
六

十
万
円
ま
で
門
中
小
巡
の
場
合
V

V
総
務
停
五
分
五
経

曹
滋
淡
十
八
体
以
内
、
修
悶
月

吋コザ
T
m
m
か
ら
説
中
s
m
m
の附問。

軍
備
料
品
川
条
件

上
の
湾
、

軍
取
齢
制
場
所

乎士又市出。

千
議
銀
行
残
孫

415 




